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新
一

刋

案

内

布配費實本標鮭生發
〔最二十料送〕日二金組一乙 〔要不料送〕日五金組一甲
記前し製作を本標生發能るた料資好の上業産・術學・育教
もてしと品節装内室てしに美優裁体oす布配て以を費實

れあ込申急至す適好

會協業事化孵館鮭道海北
内課産水應道海北

資

料

鮭
鱒
卵
の
人
工
孵
化
中
に

於
一一り
，

る
水
生
菌
の
被
害
防
止
に
就
て

北
海

一一一一一一一千
歳

器
孵
化

場

齋

藤

光

雄

緒

言

一一-一一．一解
卵
を
人
工
解
化
す
る
と
'
一一一一一卵
に
は
水
生
一国
が
發
生
す
る

。

此
の
物
は
元
来
一究
物
に

寄
生
す
る
こ
と
が
本
性
で
あ
る
か
ら

、
初
め

は
死
卵
に

の
み
寄
生
す
る
が

、
段
々

時
日
が
經
つ
と
蘭
系
を
伸
し
て

国
り
の
生
き
た
卵
に

も
絡
み
つ
き
之
れ
を
斃
す
に

至
る
も
の
で
あ
る

故
に
陸
1ll-
卵
の
解
化
中
水
生
蘭
を
發
生
さ
せ
て
置
く
こ
と
は
'願
る
危

險
で
あ
る

。從
來
解
化
場
で
は
此
の
害
を
避
け
る
爲
め
に

'
一 :

-
J

卵
が

出
來
る
と
検
卵
に
依
つ
て

之
れ
を
除
い
て
居
つ
た
の
で
あ
る
が
，
發

限
前
の
卵
は
一 :一一一い
の
で

、檢
卵
の
爲
め
卵
を
少
し
動
し
た
り

、
又
卵

挾
が
実
つ
た
り
す
る
と
一 :

-
l一一一n
る
も
の
が
出
來
る
'
故
に

檢
卵
は
水
生

蘭
防
止
の
爲
め
最
良
の
方
法
で
は
な
い

。

今
か
ら
十

年
ば
か
り
前
'
米
囲
の
イ
ェ
ス
◆

べ
1
と
一M
ふ
解
化
場

の
パ
ル

ト
リ
ッ
ヂ
と
一一一一ふ
人
は

、一先

」-
-a
と
生
卵
と
に
は
比
重
に
差
が

出
來
る
か
ら
、
濃
い
一
盤
水
中
に
卵
を
入
れ
る
と
、
生
卵
は
沈
み

、
:
:

-
～

卵
は
浮
き
、
容
易
に
投
、
別
出
來
る
と
發
表
し
た

。然
し
千
歳
m
-
'

化
場

で
資
驗
し
て
見
る
と

、'
死
．那
と
生
1llP
と
に

は
そ
れ
程
顯
著
な
比
項
に

差
が
無
い
の
で
資
行
不
可
能
で
あ
つ
た

。

最
近
西
別
解
化
場
で
は
フ

オ

ル
マ

リ

ン

液
を
使
用
し
て
細
:

画
を
防

止
す
る
と
一一一一ふ
方
法
を
研
究
し
た
結
果
'

フ

オ
ル
一r

lJ

ン

液
は
細
一国

の
被
害
を
防
止
す
る
と
金
時
に

水
生
蘭
の
防
止
に

も
極
め
て
有
效
で

あ
る
一一J
と
を
發
見
せ
ら
れ
た

。

」
--
の
方
法
は
卵
に
機
械
的
刺
準
を
與

へ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で

、
發
限
前
の
卵
に

も
應
用
す
る
こ
と
が
出

來
る
の
で
誠
に
良
い
方
法
で
あ
る
と
思
ふ

。

l一一，・
．
-一一一一一購
化
場
で
は
細
菌
の
發
生
を
見
た
こ
と
は
無
い
が

、
水
生
国

は
可
成
盛
ん
に

發
生
す
る
の
で
'
之
れ
一一一一一 :一
盛
水
で
防
ぐ
一こ

と
を

一
1rl



採
那
後
一五
日
日
一

仝

一〇
目
日
'

全

一
五
口
日

仝

二
〇
日
日

全

二
一一一 :一目
目

全

一一 :

〇
口
目

（發
一限
一一 :-
目
）

全

:

一
．一一一日
目

全

四
〇
1;j
目

全

四
五
目
目

一一一
五
〇

一:一目

全

一一 :--
五
日
日

l

四
%
以
下

一〇
%
以
下

八

%
以
一・-
一四
一一一一一以
下

一四
一%
一以
下

一
八

一%一以
下

一
八

%
以
下

一八
%
以

一
八
一%
以

一
六

:

%
以

一四
一%一以
下 下 下 下

〇 = 四 六 六 八 二 八 四 四 八
% % % % .% % % % % % %
以 以 以 以 以 以 以 以 以 以 以
下 下 下 下 下 下 下 下 下  下 下

一
六

一一一一一以
一四
%
以

一
二

%
以
下

一
〇
一%
以
下

八

%
以
一F

八
一%
以
下

=

を
枯
一 :

-一一せ
し
め
る
と
一一一一一r
1一こ
と
は
極
め
て
容
易
の
事
で
あ
る

。:一一一一一れ

に

就
て
資
驗
の
一一果
は
次
の
通
で
あ
る

。

一
照
・一一一一一一一一度

二
〇
-
一
五
%

一
〇

一一一一一
五
%
四

%
一一一%-
二
%
一一%
-

水
生
1

国-l-
を
精
死
-
-

・

f一む
る
時
間

一
分
間

一n
'

分
間

一
四
分
間

一
六
分
間

二

C
分
間

三
〇
分
間

一
時
間

（略
ん
'
」-e
一一一一一'一一一

・し
む
る
も
完
合
'

な
ら
ず

）

以
上
の
實
驗
は
食
聽
水
の
温
度
を
精
氏
八
度
と
し
て
行
つ
た
も
の

で

、
又
水
生
一開
は
此
の
-f
驗
に

於
て
蘭
糸
の
み
で
な
く

、一一一一子で
あ

る
游
走
子
も
全
様
に
枯
':
-一一さ
せ
る
一こ

と
が
出
來
た
の
で
あ
る

。

一
方

:
-

一一一一館卵
の
聽
水
に

對
す
る
抵

:

-
-
-一力
は
ど
う
で
あ
る
か
o

資
驗

の
結
果
に

依
る
と
此
の
抵

:一一一力は
採
卵
よ
り
解
化
ま
で
の
間
に

於
て

可
成
の
愛
化
が
あ
る
が

、
大
体
に

於
て
相
営
大
で
あ
る

。次
の
表
は

姓
．館
卵
を
一発
死
せ
し
め
ざ
る
一
盟
水
の
濃
さ
と
'
之
れ
に

投
演
し
た
時

間
と
を
示
す
も
の
で
あ
る

。但
し
鹽
水
の
温
度
は
一一解一一一 :

-
，

八
度
で
あ
る

一叉
採
卵
後
十
日

，ル至
f
r

，一・一:一日
の
間
を
除
け
ば

、一Z--
%
に
て
十
四
分

、

一
（）%
に

て

五
分
等
も
使
用
出
來
る
も
の
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る

。

尚
以
上
に

示
し
た
も
の
は
鹽
水
の
温
度
撮
一一一 :

i一
八
度
の
資
驗
を
基
礎

と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

、
此
の
温
度
が
變
れ
ば
卵
を
浸
潰
す
る
時

間
も
又
從
て
變
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。之
れ
に

就
て
は
資
驗
は
せ

な
か
っ
た
が

、
學
着
の
研
究
に
依
つ
て
總
て
の
生
理
的
現
象
は
温
度

十
度
の
差
が
あ
る
と
其
の
結
果
が
約
三
・一一…，の割
合
で
變
化
す
る
一1-
， J

と

が
知
ら
れ
て
居
る

。故
に

之
れ
に
依
つ
て
計
算
す
る
と
姓
總
消
--一用

と
し
て
適
當
な
鹽
水
の
濃
度
と
、演
漬
時
間
と
は
次
の
表
の
如
く
で
あ

る
o

温

を

し

て
-i-
く
時
間

四

%
i

一構
氏

二
度
四
度
六
度
八

度

一〇
度

一二
度

一四
度

一
時
間

四
八

分

三
八
分

一一一
〇
分

二
四
分

二
〇
分

一六
分

四
〇
分

三
二

分

二
一・一L
分

二
C
分

一
六
分
一

一
一
分
一

一
〇
分
一

--- 二 _-i

八 〇 一 .- 六 〇 六 二
分 分 分 分 分 分 分

年
か
ら
研
究
し
た
'
此
の
結

果
廳
水
消
毒
に
依
つ
て
も
水
生
蘭
の
防

止
可
能
で
あ
る
こ
と
が
割
明
し
た
o

然
し
之
れ
に
依
つ
て
水
生
蘭
を

防
止
す
る
に

は
非
常
に

度
々
卵
を
納
毒
せ
．一一一ば
な
ら
一n
。西
別
解
化

場
の
發
表
に

依
つ
て
も
フ
オ

ル
マ
u・

）ン液
で
水
生
蘭
を
防
ぐ
に
は

一

調
一間
目
n一に
卵
を
消
一難
す
る
こ
と
が
必
要
な
様
に
一記
さ
れ
て
居
る
が

本
場
の
資
験
で
も
照
水
消
-一一一一・
で
水
生
商
を
防
止
す
る
に
一に
や
は
o
，
l-
一

週
間
目
又
は
十
日
目

一難位
に
油
-一一一一の
必
要
が
あ
る
様
で
あ
る

。

」
-L-

の
様
に
度
々

-lla
の
一m
-一一一一一が必
要
で
あ
る
と
，
結
果
が
使
令
よ
く
て
も

?

西

だ
一
繁
雑
の
事
で
あ
る
'

そ
こ
で
-llf
々

考
究
の
結
果
簡
單
な
る
方
法

で
消
一一一一'回数
を
減
じ
て
も
共
の
效
果
一一a:

一～-- :
さ
ぬ
と
一一一一ふ
方
法
が
判
つ

た

。依
つ
て
以
下
に
姚
館
卵
一一一・:
脇
一一水
一一型一一一・に
よ
つ
て
水
生
蘭
の
害
を

的
・
ぐ
方
法
と
'
消
毒
回
数
を
減
じ
て
も
英
の
效
果
を
書
さ
ぬ
と
一一一ふ

方
法
と
に

就
て

述
べ
て
見
度
い
と
思
ふ

。

:

能

一館
卵
の
消
室一に
適
當
・
”:一話
a
水
の
一濃
度
と
還
演
時
間

千
城
解
化
場
に

發
生
す
る
水
生
蘭
に
は
数
一前
，あ
る
が

、
此
の
内
最

も
多
く
解
化
船
…

に

發
生
す
る
も
の
は
サ

プ
口

レ

グ
一一
ァ
蘭
で

、
之
れ

に
次
〈-
も
の
は

、
ァ
ク
リ
ァ
蘭
及
レ

プ
ト
ミ

ー

タ
ス

蘭
で
あ
る
o

此

等
は
生
態
的
に

も
生
理
的
に

も
、
大
体
金
機
な
も
の
で
あ
る
か
ら

一

様
に

水
生
菌
と
し
て
述
ぺ
る
こ
と
に
す
る

。
此
の
水
生
一国
は
聽
水

が
難
で
あ
っ
て

、
淡
水
中
に

の
み
見
出
さ
れ

、
海
水
や
海
水
の
混
・

ず

る
水
に

は
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
（一
故
に

鹽
水
を
以
て
水
生
蘭

六
%
以
下

三
%
以
下

三
一
%
以
下

六
一%
一以
下

一
〇
%
以
'下

右
表
の
如
く
探
一
卵
'

後
十
日
力
至
十

五
目
の
間
が
食
聽
水
に
對
す
る
抵

抗
力
最
も
弱
い
時
期
で
あ
っ
て

、
此
の
時
期
を
除
く
と
卵
の
抵
批
力

は
可
成
疆
い

。尚
廳
水
に

．機
演
し
て
斃
:
-
1一一せ
-a
卵
は

、
之
れ
を
解
化

す
る
も
仔
無
に
は
別
に
何
等
の
惡
影
響
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

。

以
上
二
つ
の
資
験
の
結
果
に
・

依
つ
て
m一館卵・
に
害
無
-
/
-

'
水
生
一菌

を
の
み
枯
一 :

-
1一一せ
し
む
る
聽
水
の
濃
さ
と
'
卵
を
投
け
て
置
く
時
間
と

を
知
る
事
が
出
來
る

。之
れ
は
次
の
三
通
で
あ
る

。

鹽
水
-a
度

一解一演
時
間

四
%

一
六
分

三
%

二
〇
分

二
%

三
C
分

之
の
表
に

依
つ
て
種
々
な
温
度
に
て
卵
を
消
毒
す
る
に

適
當
な
鹽

水
の
混
度
と
、
卵
を
:

投
演
す
る
時
間
と
が
判
明
し
た

。次
は
消

一一一回一

數
の
問
題
で
あ
る
-

た
だ
卵
を
だ
け
消
一難
し
た
の
で
は

一
週
間

一目
一一

一二



五 第

に

'
又
は
十
日
目
．一一一一一に
消
毒
が
必
要
で
あ
る

。然
し
卵
の
消
毒
ば
か

り
で
な
く
解
化
器
や
孵
化
精
の
消
毒
及
水
源
の
掃
除
及
埋
立
等
を
併

は
せ
行
ふ
と
消
毒
回
數
は
著
し
く
減
-l，る
～:
と
が
出
來
る
o

一一一一化
器
の
消
毒
と
水
源
の
-lf
除
及
理
立

元
來
水
生
蘭
と
一一一一一」一も
の
は
水
中
に

沈
ん
で
居
る
木
の
一葉
や
草
の

根

、英
の
他
の
有
機
物
に
寄
生
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
て

、
游

走
子
と
名
づ
け
る

一
種
の
種
子
を
水
中
に

出
し
て
殖
へ
て
行
く
も
の

で
あ
る

。從
て
河
水
は
勿
論
、'

m一化
用
水
源
等
に

も
水
生
菌
は
存
在

す
る
も
の
と
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
-la
。故
に
解
化
相
に

水
生
蘭
が
入

つ
て
來
て
器
殖
す
る
に

は
二
つ
の

終
路
が
あ
る

。一
つ
は
採
卵
に
際

し
使
用
す
る
水
よ
り
其
の
極
子
が
卵
に
附
:

着
し
て
運
ば
れ
て
來
る
場

合
と

、他
は
解
化
用
水
と
共
に

水
源
か
ら
一前一子
が
流
れ
て
來
る
場
合

と
で
あ
る

。そ
れ
故
探
卵
の
際
水
生
蘭
の
一前一子
を
解
化
一
相
に

運
ん
で

來
な
い
様
に

し
、
F-
っ
水
源
の
水
生
一国
を
撰
減
し
て
し
ま
へ
ば
解
化

抽
に
は
水
生
一国
が
入
つ
て
來
な
い
か
ら

、
水
生
蘭
の
被
害
は
全
・一一無

い
事
と
な
る

。從
て

」
--
の
二
つ
の
事
は
水
生
菌
の
被
・一一一一防
止
上
最
も

頭
要
な
る
こ
と
で
あ
る

。探
--P
の
際
に

水
生
苗
の
-llf
子
を
運
ん
で
来

な
い
爲
に
は

、
河
水
の
様
な
水
生
開
の
多
い
水
を
使
用
せ
ぬ
と
一一一ふ

事
も
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
が

、
一
般
的
に

は
那
を
解
化
權
に
收
容

す
る
に
営
つ
て

、
先
づ
之
れ
を

望一e
し
水
生
蘭
の
極
子
を
投
し
て
し

ま
ふ
～:
と
が
よ
い

。水
源
の
水
生
蘭
一一一一・一一n一一一M
す
る
に

は
水
源
に

有
機

が
通
當
で

、
之
れ
・一一K-
a
-
-一巾
の
様
な
も
の
に

つ
け
て
解
化
相
や
解
化
器

を
沈
つ
て
や
れ
ば
納

一一は完
全
に

出
來
る

。

體
節
卵
解
一化
中
の
消
毒
回
數

'

-一上
に
f
-

l

一
し
た
様
に

、
水
源
の
理
立
-ll:
し
て
水
生
蘭
の

一構一一減
を
圖

る
と
全
時
に
那
を
解
化
構
に
収
容
す
る
に
営
つ
て
は

、
卵
と
共
に
解

化
一
相

、
解
化
一
器

の
消
''-一一を
す
る
時
は
可
成
長
い
間
水
生
国
の
發
生
を

防
げ
る
も
の
で
'

そ
の
儘
印
が
解
化
す
る
ま
で
水
生
蘭
の
發
生
が
な

け
れ
ば
次
の
消
一一一一は
明
論
、必
要
で
無
い
が

、
然
し
期
る
解
化
用
水
は

稀
で
あ
っ
て

、
や
が
て
水
生
一网
の
發
生
を
見
受
け
る
に
一，一一一る
、

」
--
の

時
に

至
つ
て
第
二
回
:
目

の
消
，
1

-
-

，，が
必
要
と
な
る

。解
化
一
相
に
卵
を
収

容
し
た
後

、水
生
一開
の
發
生
を
見
る
ま
で
の
期
間
は

、
解
化
相
や
收

容
那
の
消

，
-一一の良
否

'
水
源
の
水
生
蘭
の
撲
減
程
度
の
如
何
に
依
つ

て

一要
つ
て
來
る
も
の
で
あ
る
か
ら

、
第
二
回
一一一毒の
時
期
も
又
從
て

一 ::一一一し
く
差
異
が
あ
る
理
で
あ
る

。然
し
大
体
に

於
て

:

-a

の
標
準
と
し

て
は
一 :

-
1一卵
に

水
生
開
が
多
少
で
も
發
生
し
た
事
を
認
め
た
時
に

於
て

直
ち
に
行
ふ
べ
き
で
あ
る

。一一四
第
二
同
目
卵
の
一m一一一解・
に

於
て
も
全
時

に
解
化

一一一一や
解
化
盆
等
を
消
毒
す
る
事
が
必
要
で
あ
つ
て

、
若
し
之

れ
を
意
る
と

、
解
化
神
や
解
化
盆
に

附
着
し
て
居
る
水
生
蘭
が
直
ち

に
卵
に
傳
染
し
て

、
消
毒
の
效
果
著
し
く
削
減
す
る

。第
二
回
一一型

一一・

の
後
必
要
に

應
じ
第
三
回

、
第
四
国
の
消
一一一一をす
る

。此
の
様
に
消

毒
の
み
で
水
生
蘭
は
完
全
に
防
げ
る
も
の
で
あ
る
が

、
卵
が
發
限
し

て
一．一一， 1'く
な
る
と
-l--
如-
に

依
つ
て
死
卵
を
除
く
～:
と
が
理
想
的
で
あ
る

そ
れ
は

一
度
水
生
蘭
が
一先
卵
に

附
清
す
る
と
'
之
れ
を
消
毒
に
依
つ

て
枯
一一一 l一一さ
せ
て
も
、
精
れ
た
一国
未
が
長
く
殘
つ
て
属
て

、
流
れ
て
來

た
和
子
が
間
も
無
く
・

，，一一れ
に

引
懸
り
'
之
れ
か
ら
新
た
に

水
生
蘭
が

發
生
し
易
い
か
ら
で
あ
る

。故
に

水
生
一一因
の
多
い
解
化
一一F
水
を
使
用

す
る
場
合
は
特
に

此
の
必
要
が
多
い

。

鹽
水
の
作
リ
方

消
毒
用
の
願
水
を
作
る
一照
は
二
等
照
で
も
'
三
等
照
で
も
差
支
無

い
が
、
之
れ
に
は
多

一m一の
水
分
を
含
ん
で
居
る
の
で

、
た
だ
目
方
を

計
つ
て
水
に
、一一一一…し
て
も
正
し
い
パ
ー

セ

ン
ト

の
聽
水
を
作
る
事
が
出

來
な
い

。故
に

ポ
ー
メ

の
f
:
-一 :

:

比

重
計
を
使
用
し
て
作
る
事
が
使
利
で

あ
る

。此
の
比
重
計
は
一
度
の
度
一確
が
凡
そ
聽
水
の
一
%
を
示
す
も

の
で
あ
る
か
ら

、
聽
と
水
と
を
適

一Mに
混
ぜ
て
解
し
た
も
の
を
-lm
子

筒
に

取
つ
て
比
一一一lfを
計
り

、
薄
け
れ
ば
更
に
一照
を
加
へ
、
濃
か
つ
た

ら
水
を
注
し
て
容
易
に

必
要
な
聽
水
を
作
る
こ
と
が
出
來
る

。
そ
れ

故
度
々
使
用
し
て
薄
く
な
っ
た
確
水
も
比

一3 :

を
計
1l-
な
が
ら
鹽
を
加

へ
る
と
又
通
営
な
濃
さ
の
も
の
と
す
る
事
が
出
來
何
度
で
も
使
用
す

る
事
が
出
來
る

。

物
を
全
然
無
い
様
に

す
れ
ば
よ
い

。水
源
の
消
毒
と
一一一ふ事
も
考
へ

ら
れ
る
事
で
あ
る
が

、
-llS
水
の
豊
富
な
水
源
の
一

理一一・と一一一一ふ
事
は
資

際
問
題
と
し
て
は
非
常
に
因
難
で
あ
る

。故
に
完
全
な
方
法
で
は
無

い
が
'
簡
單
に
出
來
る
と
こ
ろ
の
水
源
を
掃
除
し
て
木
の
葉
等
の
有

機
物
を
除
き

、
然
る
後
玉
石
を
諾
め
る
か

、
又
は
混
擬
土
の
様
な
も

の
で
之
れ
を
包
ん
で
其
の
後
有
機
物
の
落
ち
込
む
一こ

と
を
防
--
と
云

ふ
方
法
が
よ
い
と
g
心

ふ

。千
:

-

M一解
:

化
場
で
は
昨
年
第

一
孵
化
室
の
水

源
を
一理
め
て
見
た
と
～:
ろ
:

英
の
結
果
第

一
解
化
室
は
他
の
解
化
空
に

比
べ
て
水
生
国

の
發
生
一--
る
ま
で
の
時
期
が
大
一
要
通
れ
る
様
に
な
っ

た

。一こ
れ
は
水
生
商
・一r:一
機
減
す
る
～:
と
は
出
來
な
い
と
し
て
も
'
之

れ
を
非
常
に
減

f
る
一1
J

と
が
出
来
た
証
據
で
あ
る
v

以
上
の
二
つ
の
方
法
に
依
つ
て

、
解
一
化
一
相
に
水
生
一園
の
入
つ
て
來

る
一こ

と
は
可
成
防
ぎ
得
る
の
で
あ
る
が
，
掃
除
し
て
'
一理
め
た
水
源

か
ら
も
一同
多
小
と
も
水
生
菌
の
極
子
は
流
れ
て
來
る
も
の
と
豫
想
し

て

、
第
二
段
の
a一m
1一一一一，一一一一一一一・ぜ
一一 :一ば
な
ら
ぬ

。第
二
段
の
策
と
は
卵
を
收

容
す
る
に

営
つ
て
解
化
一相
に

水
生
国
を
一絶
對
に
存
在
さ
せ
な
い
と
一一

ふ
手
段
で
あ
る

。

」
J-
の
範
に
は
卵
を
収
容
す
る
ま
で
解
化
相
に

水
を

通
一一一一J
」一 :，，
に

置
く
と
一:zs:
ふ
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
あ
る
し

、
又
水
を
通

し
て
居
つ
た
も
の
や

一
度
使
用
し
た
解
化
一相
な
ら
ば

、
之
れ
を
浦
一一一一一

す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る

。解
化
盆
に
就
て
も
又
仝
樣
の
事
が
云
へ
る

此
の
解
化
相
や
解
化
器
の
消
．
-一割に
就
て
は

、
千

一成解
化
場
で
試
驗

し
た
と
一c
ろ
に

よ
る
と
、
三
十
併
，石
炭
酸
又
は
二
十
倍
ク
レ
'ソ
ー

ル
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ノ
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．
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り

。

れ
適
聽

、
水
産
試
驗
場
、
支
廳

、
關
係
業
者
よ
り
二
十

七
名
出
席
し

諸
般
の
打
合
協
識
を
爲
し
た
る
後
屈
斜
路
湖
'
摩
周
湖
等
を
一観
察
し

た

。尚
本
會
の
决
議
に
よ
り
一金
適
測
沼
養
殖
事
業
總
管
者
を
以
て
組

織
す
る
北
海
一通
湖
沼
養
殖
研
究
會
を
作
る
～:
と
を
决
定
し
全
道
關
係

者
に

近
く
一a
一一一一一する
一1
．，-
・
と
・・・一
な
り
た
り

。

⑥
全
國
河
川
湖
沼
養
殖
研
究
會

⑥
解
一一一化事
業
經
營
者
協
議
會

本
一
通

:一一一一．館
解
化
事
業
を
関
装
を
以
て
続

一
經
a一一f
せ
ら
れ
度
し
と
の

要
望
は
以
前
よ
り
，
:一一 :-一営

の
諸
氏
よ
り
姐
-

陳
述
さ
れ
て
・一一一e
り
殊
に

前

年
は
本
會
の
決
議
を
以
て
北
海
道
確
長
官
に
陳
情
し
て
あ
る
が
最
近

北
海
這
:

廳
に
於
て
も
此
方
針
に
て
豫
算
編
成
中
な
一a

-
-
-

．一一一一 :一一:1一商
し

」
--

際
業
者
と
し
て
具
体
的
の
意
見
を
開
陳
し
ぉ
く
必
要
あ
り
と
し
去
る

七
月
二
日
道
水
樓
上
に

小
池
仁
郎
氏
發
起
の
下
に

民
一質
業
者
二
十
七

名
會
合
し
道
一廳
営
局
の
意
向
方
針
を
一M一一一一一?-（1
）可化
事
業
続
制
主
体

に
關
す
る
件（2
）現在
解
化
事
業
負
債
整
理
一-
----
設
備

一員
收
に
關
す
る

ハ

、一一側
助
成

:

横

'

本
年
度
交
付
セ

ル

補
助
金
總
額

一一 :

二
-

八
八
九
国
一一
シ
テ
内

譯
左
ノ

如
シ

事
業
費
和
助

二
七
'六
六
八
国

設
備
費
補
明

五
、二

三
国

第
十
四
同
目
の
本
會
は
去
る
七
月
七
日
'
八
日
の
二
目
間
青
森
縣

一E
催
に
て
十
和
測
時
休
屋
に

於
て
開
一一一一m一し
た

。選
林
省
水
藤
f課
長
外

一
通
三
府
二
十

一
縣
よ
り
合
計
四
十
七
名
出
席
し
た

。會
議
一一一M一了後

相
・
期
一養
解
場

、一一一一一一虫
・一M一海
資
驗
所

、
十
二
測
養
随
一場
を
一m一楽
し
十
目

解
-
破

し
た

。

( 三 )  ( 二 )

採
卵
数

二
一
三
'
五
〇
〇
粒

右
の
内
發
限
卵
数
約

一
八
三
'
三
0
〇
粒

分

與

数

右
發
限
卵
数
の
中
左
記
の
通
分
興
せ
・一 ::-
，

。

一一」一力
粒

自
人
資
科
装
學
校

一
一力
粒

安
平
村

一一力
粒

地
川
市

三
一力
粒

大
津
一一m
．
u
-一一組
合

八
一方
三
手
粒

用
斜
路
漁
業
組
合

◎
湖
沼
養
殖
協
議
會

割
路
國
文
:

聽
管
内
の
湖
沼
養
械
經
管
者
を
以
て
組
織
す
る
本
會
は

昭
和
一4
:

a

年
以
來

一-f年
開
催
さ
れ
て
居
る
が
本
年
度
は
阿
一装
湖
一一一一一一一一組

合
主
催
に
て

同
地
に

於
て
去
る
六
一=
-
'

，一，・
九
、
二
十
日
の
兩
日
開
解
さ

件

（3
）民
間
解
化
事
a
一a
-

一一一一一一業一一一一，-一
遇
に
關
す
る
件
を
協
議
し
决
議
を

以
て
長
・一u
'
産
業
部
長
，
拓
'-m
計
苗
課
長
へ
陳
情
し
た

。

因
に

民
管
解
化
事
業
を
國
費
を
以
て
經
醫
す
る
改
一一
」，築
は
目
下
内

務
省
へ
提
出
さ
れ
審
議
を
受
け
て
お
る
一一an
一一一一W
で
あ
る

。

⑥
鮎
，鱒
人
工
解
化
場
設
置
許
可

單
'一通湾
漁
業
組
合

（
緯
捉
島

）經
管
一一一一
益
一解
化
事
業
は
本
年
六
月

十
七
日
付
を
以
て
許
可
せ
ら
れ
た

。解
化
場
は

、
留
別
村
ト

イ
ト

コ

（年
一一朋
川
水
系

）
で
館一三
百
一一"-一一一一．、
館
百
万
粒

、一一一一 :

一n一五十
方
粒
の

解
化
能
力
を
有
し
て
お
る

。

會

報

③
第
五
回
本
會
總
會
記
事

第
五
同
本
會
總
會
は
去
る
一
、---
-'
七
日
北
海
道
水
産
合
に

於
て
開

解
せ
り

。
産
一
業
部
長
の
-・1-示
あ
り
た
る
後
新
井
理
一一一一・長
議
長
席
に

つ

き

'

一
、
昭
和
・一ハ
年
度
經
----
决
算
報
告

二
、
L;
年
度
事
業
報
告

三

、
八
年
度
一一一一装一計
-af
及
預
算



五 第

開

一一一一シ
一
、
經
營
改
善
一一
關
ス
ル
ー

那
・

項

二
'
解
化
事
業

計
前
一一
開
ス
ル

一一一一・項
プ

協
議
シ

成
築
ヲ

得
、
同
年
十
二
月

一

目
更
一一
小
委
:
-ー
ッ
舉
ヶ
テ

北
推
適
一胞
長
=
及

一座
業
部
長
一一
陳

情
シ

有
利
一一
解
决
シ

得
へ
キ
M
-

:

光
一ヲ
認
メ

タ
リ

（・流
一報
一 :

:

=
:

'

號
一一
詳
記
セ
iーリ

）

E

釣
の
趣
味
展
斑
會
へ
出
晶

本
年
'

-l-
1lI
二
-'
日
ヨ
ー-

二
十

七
日
一一一一一一一一ル
開
札
幌
一一一 :

-一M一一一
於

テ

札
幌
釣
一一一一一一一一一一ノ一一一一ml--
一一
テ

開
會
セ

ラ

レ

タ
ル
ー

一
．

ョ
リ

本
會

ョ
リ

印
刷
物
、'
-

-

-
-一一一一，一一生
標
本

、
屈
斜
路

型
n
競
印
ノ

解
化
資

況
プ

出
品
セ

リ

ー

． '
-一和八
年
度
-lli
一．-一計
-一一一一

（1
）機
開
誌

（m一総
・一一一一一報
）發
行

．

自
七
月
一f-一
望
年
ハ
月
隔
月
發
行

、
部
数

一体回
四
'

，一=
部

E

蘭
時
出
版

本
會
ノ

目
的

一一一一一成
一一
必
要
ト

認
ム

ル

モ
ノ
ー

一・・・・
随
時
判
行
ス

一
-

-一一一一發
生
標
本
ノ

配
付

前
年
度
ノ

成
一
紙
一一
鑑
ミ

之
ヲ
繼
績
セ

ム
ト
ス

配
付
一標
定
数
．一自
組

:一一-一解
化
場
技
術
f一打合
會

總
會
ヲ
一a一一一，
．

'

，
-

，
:一解一化場
ノ

打
合
合
ヲ

開
一一一一一ス

i一-一
組
布

一利
用
試
験

布

一度
一一一一一製
:一一一一ハ
他
有
利
ト

認
メ
ラ
ル

、モ
ノ
一一
付
試
験
セ

ム
ト

等
を
决
議
し
次
に
・
通
一一一一一一前間
事
項

、
注
意
事
項

、
指
示
事
項
を
審
議

し
経
了
後
齋
，藤
千
歳
孵
'
化
場
長
'
田
中
西
別
解
化
場
長
の
識
一一m一あ
り

午
後
四
時
閉
會
せ
り

。

概
況
次
ノ

如
シ

・

一
-

六
年
度
經
費
决
算
報
告

彙
報

一
月
號
報
告
通
リ
承
認

二
、
昭
和
七
年
度
事
業
報
告

本
會
ハ

創
立
以
來
五
年
ヲ

関
シ

現
在
會
員
数
一一前一會
員
三
十
八

名

、
二
種
會
一 :一一一一百
二
十
四
名
f

7

算
シ
本
道
一一
於
ヶ
ル
附
化
事
業

關
係
者
ノ

大
部
分
ヲ
網
一継
シ

事
業
ハ

略
々
豫
定
通
施
行
シ

得
ラ

ル
ノ

状
態
ナ

リ

左
一一本
年
度
一…一一，・一一一一一一一・ノ
成
織
一7
報
告
ス

l11

機
開
誌
ノ

刊
行

從
來
一一
引
績
キ
姚一館
集
報
ヲ

昭
和
七
年
七
月

、
九
--1
、
八
年

一
月

、一
一J--
、
-l-
月
ノ

五
回
一一
發
行
シ

會
:

員
及
關
係
方
面
へ

配
付
セ

リ

'
刊
行
部
数

一一一一 :m :
四
百
部
合
計
二
千
部
ナ
リ

。

E

英
他
印
刷
物
ノ

刊
行

「--n一放
流
一1 l一一一9

F
n

魚
ノ

同
歸
漁

整
咼

」表
ラ

印
刷
シ

開
係
方
面
へ

配
付
シ

本
道
m一館
解
化
事
業
ト
，m
一一:-一一ト
ノ

關
係
ヲ

周
知
セ

シ

メ

又
監

一m-E-- ::-
一一一一一:
提
出
ス

へ
キ

報
告
類
ノ

期
日
一プ
誤
ラ

シ
メ

サ
ル

タ
メ

「解
化
場
か
ら
道
:

廳
へ

」
「期
限
は
正
確
に

」ノ

ポ
ス

タ
ー

ヲ
印
刷

，配
付
セ

リ
o

備
考

'
一
械
合
-f
會
投
ハ

別
表
一一
ョ
ル

支

出

一九
!
・・
四

一一一一
、C
0

一

一

科

l
一

一一一c一
、c1o
一

'八
a
一
、C0
一'一
一， '
要
、0i
．） 1

円

一

一

、一一一
，一一
、・一一
、一基
一

一0
0

、（一一一'-
0
0

l

;
一

一一一一0

一-
， 一、一。

一一一一
算
一
一一一一一

。 。 。 。「 」 算
0- ( . ) _-)_(、 _

度
・

前

要

ス

（6
）本
會

一一立五
一同年
記
念
事
業

本
會
制
立
以
來
本
年
度
r

7

以
テ

滿
'

-
:一年

一一
進
シ

斯
m一一一一一一
對
シ

多
少
ノ

一M
献
ヲ
一一一 :一一シ
タ
ル

一一
鑑
ミ

又
今
後
ノ

發
展
一一
資
セ

ム

ガ
爲
適
営
ノ

機
會
:

一
之
ヲ
記
念
ス

ル
事
業
ヲ
爲
サ
ム
ト
ス

四
，

昭
和
八
年
度
一一一一支強
算

收

入

一八

（3
）姚
發
生
標
本
ノ

配
付

前
回
ノ

决
議
一一
基
キ

姚
館
稚
色

一愛
護
観
念
ヲ
小
一5
-
:
・

兒

一姐一一一
注

入
ス
ル

目
的
ノ

下
一一
最
モ

開
係
密
接
ナ
ル

措
川
小
學
校
へ
百

〇
九
組
一'1
，，
道
廳
學
務
部
ヲ
通
シ
テ

配
付
シ

タ
リ

（集
報
九
一月

號
一一
詳
記
セ
w・

）・）

9

養
嫌
試
驗

前
年
度
一一
引
續
キ
千
裁
解
化
場
:

-
-

一一o一一M一 :一一一或一ハ
札
幌
一一
:
-
:

:
-

一一一一業業

掘
水
一プ
…一一-
用
シ
:一一一賽
セ

ル
モ

前
者

、萎
a
、
池
使
用
ノ

都
合
一一

テ

後
者
ハ

冬
期
減
・一一一一一一一一一一一
ク

所
期
ノ

目
的
プ
送
ク
ル
コ
ト

能

ハ

サ

リ
キ

．

的

姓一一一一一．・一一一莉用
試
験

本
年
度
ハ
a一度
利
用
一一一一験ヲ
一--
大
水
・一一一一一一一…一
円
部
一
越
一一一c一通
秋
氏

一一
依
額
シ
ー

鞣
製
試
験
一プ
爲
シ

タ
ー-
o
・ :
-一一一・タ
完
成
セ

サ
ル
モ

大

体
一

於
テ

相
當
ナ

ル

製
品
一プ
得
ル
見
込
付
キ

タ
ー-l

（ae
-一
報
」ハ

月
號
一一
詳
記
セ

リ

）

（6
）解
化
場
技
術
一一一一打
合
會

七
月
二
十
五
日
本
會
總
會
ヲ

機
ト

シ

技
術
員
打
合
會

一7
開
使

セ

リ

、
出
席
者
育
民
五
十
四
名
一一
シ

テ

道
廳
講
間
一=
:=
項

一
件

:

，
a
意
指
示
一
那
項
九
件
'
協
議
事
項
五
作
一一
ッ
キ
索
議

一'リ

e
姓一館
解
化
事
業
調
査

前
同
ノ

决
議
一一
基
キ
本
適
姚一館
解
化
事
業
ノ

經
營
改
帶
並
続

制
法
一一
ッ
キ
調
益
ラ

爲
サ

ム
ト
ン

L;
年
十
月
七
日
委
--
合
ヲ
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、00
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、00
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、00
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き
、00
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一一0
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l
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0 0 0 「:)
0. 0 _ 0 _0
出
・

用
着

一0
名

一
名
三

一組
一
回
五
十
錢
一一一 :一訊

!】1 i

! 1

l l l

一俯
一一一一
一
、
設
備
，n
0
〇
一力
粒
以
一・r
一一一一一a一五国
'
百
万
粒
ヲ
增

ス

一一 :--・
一一一一一一一国
ヲ

加
一H一シ
全
額
ヨu

，

l

1

二
割

一一，， '

減
ジ
タ
ル
額

一7會
投
．ト
ス

二
、
觚
'
前

、
鮎
等
ハ

設
備
ノ

如
何
一一
關
セ
ス

五
国
ト

ス

五
、
會
員
提
出
一一一-一一'一事
項

（1
）各
河
川
湖
沼

一一
配
置
ノ
姓一館
帶
漁
監
一視
人
一一
相
當
資
格
穗
限

ラ

興
へ
一一，レ
度
シ

（2
）北
海
道
漁
業
取
締
規
則
第
三
十

五
條
ノ

禁
止
漁
具
中
一一
投
細

ノ

項
目
ヲ
追
加
セ
ラ
レ

度
シ

（以
・-
-

'
總
一一一f一提
出

）

（3
）保
護
區
城
及
附
近
一一
於
ヶ
ル

密
漁
取
締
ヲ
嚴
球
．一一
セ

ラ
レ

度

ン

（以
上
遊
業
部
提
出

）

六

、
這
:

llE
提
出

:-

.I_ 厚

國 部

一
一、三
一 j

一
ー、
異 言1 -。言 3 量 言_,i,e_ _ _  _ _ __ _ _

昭
和
八
年
度

一
極
・一一W:
:
:

-

一一一會
一一一一

- li i

0 C・,
.0 _ 0

一孵一
化
場
名

投
備

前

=
〇
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三
・宅
川
渡
大
郎

七
年
度
分

中

下
E一一太
----

池
国

利

三

郎

湖

谷

求

一一:一一

一一一一
灘

一
--1

大

西

一一一一
平

六
年
度
分

小

田

．J． :

一一一
一

五
年
度
分

大

西

一一:=一
平

四
年
度
分

大

西

1l-
平

山

本

信

③
寄
贈
圖
書

水
産
新
報

、
水
政
新
聞

、
東
京
水
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SALMON PROPA(iATION IN HOKKAID0

By  Y( lshio Handa

Bl1lllA tU  〇i= r l S Hi◆1:、l', H〇「iliA●D〇 l[iOVt i・Nl、li:1NT.

The or(1Ier to safeguard the propagation of salmon by means of

strict proh ibition oftishing in Ish i1.:ari river dates bacl as far as about

thrce hu l ldred years a go. Although such a measure of protcction has

bcen cnforced for a rather long timc, yct the salmon stcadily decrcascd

year by ycar. For cxamplc, the catch in l S S7 、、・as I73 , I64 ?o?t‘①
、vl、ich dccrease in lgo7 to l7,1・lo4 Ao1l11l from n、an ifold causes such as
over .tisl・ing, de11l,L:tion of spa、、・ning l、,eds and poliution of 、、,ater due to
the development of various factori,::s. Therefore t1、e g()vernment has

made more strenuous efforts than ever to increase the salmon stock

chietiy by artiticia1 propagation, and in 1g27 had reenforced this

schcme as one of the most im poltant items of the co1onization plan of
Ho1、kaido. ・

■. S PilC lliiS 〇r S A Lil'、〇N iN HOKi'i,A■D0.
Thc princip;alccntcr of saltuon fishery in Japan is Hokkaido 、、;here

arc flound the fol1o、ving si、、 species of Oncorhynchus. 0 f  tl、esc fivc

specics 0 . masou is the same to t11(_1s,.; airca(」y 、l-idely known on both
east and 、vest of the north pacilic region.

List of Japanese Salmon.

Spccitic name. Japanese name.

〇ncorhynchus keta

Oncorhynchus m asou

〇ncorhynchus gorbuscha

〇ncorhynchus nerka

Sake

M asu

Karafutomasu

Bcnimasu,H imcmasu(landlokcd

form)



l Oncorhynchus tc1-clta l Masunosukc、 l
Oncorhynchus kisutch Gimmasu

① I ,li,o i a = 6 o fishes.
A11of thcse spccics migrate for breeding purpose at almost the

samc season as Sp1ing and Autumn arc captured by the drift net and

line.

In Japan thc most valuablc fishes are sa,1lic, masu and 要;ar,cfutomasM.
They are all hautcd up by pound net and haulscine at coast

points near a ntouth or it1s up stream.

5'a if. This spccics is found on a11coasts of Hokkaido. Thc、 fish

ascend the rivers from Scptcmbcr to the fol1owing January. Thc

important rivcrs notcd the salmo n l ishcry and i t s 1'ropagation work arc
as follo、,vs.

Namc of rivcr. l I,ocality

Ishikari,Tcshio.

Ubetsu,Tokoro,Abashiri,
Shar i ,N ishibetsu. '

Rubetsu,Shana, Iiesshama,,

Shibetoro. ( l_torofu,Kurite Islands).
Tofutsu. ( l l l;unashir i ,Kuri le Islands).

Kushiro,Tokachi,Shibechari,

Urrappu(Votcano bay ).

From thcsc、 rivcrs 、、,c get anl lua11y about Ioooo,oookgr. of .Sa,,l1'e,
which is about7o 11o of its tl.)talcatch in Japan.

i?asti. This species is the characteristic from of salmon found

solely in Japan. ] t  occurs from Etorofu and islands off Sakhatenin the

north to Kyushu in t]1c south. Sc、vcralvaricties are found in the inland

、vaters of southern Japan.
The r L1n of thi s n sh begins in Apr i l and cotinucs untit Scptcmbcr,

- 2 -

Japan Sea.

〇1d1otsk Sea.

〇khotsk Sea.

Paci{ic 〇cean.

but it spa、vns in the uppc、r strea!u from Augtlst to Octobcr.

The imrnaturc、 young fnrm ,r)f this fish is caIlc、d ''Yamabc'' 、、,i(1ely
distributed in rivc、rs a n d l akes. The migration of the femalelcads it to

the sca after rcmaining one year in the river. 0n the contra1y ,  the
malc mostly stays i1、thc river. He11ce in the adult forn、 the female is
foun(1 in tl、c、 sea al ld li、1ers more frequently than tl、c maIe.

f、.nn tla11y th is specic、s is caug1、t i 1、 Hokl・1aido to tl、c an、ol lnt of
about 7,ooo,ooo l.11gr. Th is rcprcscnts about lo %  of this tot11t l

production in Japa1l.

Kar,lf t lf o;,ia s;tl. T1、e feeding migratio1、of this fish occurs from

Spring to Autumn in al lparts of Hok1くaido at the depth of somc 5 o

nleters. B u t  the migration for sp1l、、,ningislimited to Mayand September
、、,hen the fisl、enter t1、e rivers particularly on the coasts of K itami,
Nenu1ro and Chishi m a (Ku r i l e  Islands ). In thesc、 1ocalities ahcavy nu1

appears in evely other year.

The anl lualproduct i1l heavy run i s 32,oooooo kgr.

B ent,;1a st l. The r:ange of this fisl、i s l imited to thc Kurilc Islands
suc]l as Etorofu,11_1ruppu,Paramusl、iro and Shumusl、u islan(1s.〇f thesc
the best 1、no、vn fish ing statio l l is in Uromobetst1, 11 t1・ofu island. l・、rom

May to June the fislt run t1p thc 1・iver 、、・h ich has som c c,r)n11c、ctio11 with

a l a k e.

The1a rval f ish descend to thc sca after spe11(1ing onc ye・u・ in the
la1.11e.

The annualproduct of B,,n1,,1as?i I ,ooo,l1,o・要;1,(So,ooo fis]、cs、.
T h e landlocked f1orm of th is specic、s c1tlled f f i〃,一″as″、vas 1ongago

found in Lakc Akan and Lake Chimikcppu. ],、rom thc、 fon・r1cr its eggs

、、,erc i 1ntroduced in I 8 g4 t o I . a kc Shikotsu 、、,hich thcrc-aftcr has beconie
vc、ry famous as thc egg supplying cc、ntc、r of th is iish. TI、e f/1i,,‘一,tastll
is as its Japancse nam c implies smalle1- insize thal l its sea-ru:n brethem ,
and vl'eight1s about3oograms at n、aturitl,'.
』・fasmtostlic au(1 Gt m,M.stl,. These to、v spccies are found

- 3 -
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This co、,erin1g・ ! ] 1et1、od 、、,as a(1ol.)ted i1 l I(,11o2 at . fi rst al、d it stiii get
good succe,;,、. W ] len the yo11・1 is totaIly absorbed the fi1-l,,, pa1・ticlarly
that of 〇ncorhyncl、lLls l e t,t, is liher:itc(1 i l1 t1、e ri、'er 'uld thus the
hatching 、、,orl、l is o、er.

●■i. P LAN  〇「  SALll'l〇N PR〇PAOAT■〇N

'

In  I(;)27 thc Hl, 1]・11・ aido govc、m l l lcnt prom l l lgateda t、、℃l、ty year pla!1
for salm(、n propagation a1、d c、ll、pecte(l t o maintain at lc、ast the annuat
catc1、 of 4,5ooo ,lto11:11 ① of _'11、‘1i,, and35,ooo Aofiitf ② of 11fastt and

f、a r af i,1l o,,tast,. In  orde:r to realisc tl、is p Ian ,  the fiy shoul(l be
libcrated annua1ly to folIo、、,ing n 1L1mber.
Number of salmon eggs and frys expected to be raised.
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Since thc prcscnt plan was underta1・、en the follo、ving nulubersof fr;l,
are to be estimated as the favorable resutt of the artificialpropagation.

Output of a ll hatcheries i n  Hokkaido
Fr面 f 商 高 d-

l、arafutomasu.

expectel
)c rated.

Actu tl n u mbcrs
l i bcra ted .

I927

lg2 8

Ig2g

I93o

I 9 3 I

I76,oCoooo

I8 0 0〇o,〇o〇

I84,ooo,ooo

:2o8,oo〇,o0o

2 24,〇〇〇,〇〇〇

233,3o8,o9S

l64,776 6 o I

2 I4,g〇T, I 87

24〇,3:23, I〇2

265,4 lo,9I 5

I6S,〇〇〇,0〇0
168ooo,ooo

l68 loooooo

I6S,oooooo

I S〇,〇0〇 ,〇0〇

84,2o4,368

6 l ,542,2 25

I I5,634,o67

2g,2 l I ,545

9 I,4S3,:22.6

Such big numbers of thc fry is an outcome of the combined wor1、ing

of both the o価cia land thc privatc、 hatchcries. l・、orthe lat tcrthc island

govcmmcnt had already paid thc fo1lowing sums in s1Llbvc、ntion; ( I ) f o r

building in I3ptacel i and reco1、structionof buildingin I Io l)1aces4o,65o

- 7 -
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years.



1)1,e・,r, ( 2) for generat expense.in I 2g placcs 74,5SS lye:1t.
V.  Ef i'tlCT 〇r ARTIf■C■AL PR〇PA llliAT●0N

〇i、l TH t  SALl'l〇N ■'■SH lli R、l'
The actua!plan of hatch ing operation does not manifest any materia1

effect on the salmon catch i1l such a short period as only five years.

Yet one could not d,L:ny the fact that the heavy and l c a n  catch

takes place in almost ragular fiuctuation of 4 or 5 years after the

1iberation of fry or in otller word these catch occur in 4 or ,; ycar
cycles.

Numbers of salmon fryliberated and the catch of salmon
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In these conncction the much discussed question on the homing

m igration of the fish 、、,i1 lde es l)1‘aincd 、、rhen 、、,c refcr to the artifici‘al
p1・opagation in the fol1owing rivers.

( I ) In the I sh ika1i rivcr thc hca、rll, run of saln、(m always took
place in 〇ctober previous to rgo5 but at  prcsent it has changed to

December, for thc Chitose hatchcry has tibcrated during many years a

big mass of fr),, from the salmon of late ru l1, thus bringing its adult
stage in winter,( 2 ) i n  thc、 Tombetsu ri、rer until Ig I5 t h e  salmoncatch
in the main river was55 .6%-S7. 3 % n o、v reduced to 22. 3 %-45.7 o.
〇n thc other hand that in the branch river has increased t o54 .7 '1.6

-77.7% bccause i 1、 Igr3 a hatche ly was cstablished at this ri、1cr
and since then f r y l・1ave been liberated tI、c、re; ( 3 )  in the ]'、umbetsu
liver p1'evious to Ig2 6  the annualcatch of the salmon 、va only l45,
but since that time it has increascd to 5,o4g as a rcsult of the

hatche0,established in Ig23.
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